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十勝川水系のいきもの



Aves
鳥類

　ガン類は秋（�～��月）と春（�、�月）に河口とその

付近の湖沼、河川敷、草地や畑に飛来する旅鳥です。

十勝にはマガン、ヒシクイ（ヒシクイとオオヒシクイ

の�亜種）、ハクガン、シジュウカラガンが訪れます。年

によって多い少ないはありますが、マガンとヒシクイ

は春に����羽を超える群れがやってきます。ハクガ

ンとシジュウカラガンはかつては滅多に日本に来な

い珍鳥でしたが、最近では十勝に毎年コンスタント

に多くの個体がやってきます。

十勝川河口部に飛来したガン類

ン類ガ

十勝川の「ワシのなる木」
　十勝地方で繁殖するオジロワシは増加しており、かつ

ては上士幌、鹿追など内陸部の一部と豊頃の海岸部に

限られた営巣場所が、十勝川水系に沿って内陸部に入り

込んでいきました。����年の調査では足寄、本別、浦幌、

音更、池田、芽室、広尾、大樹、豊頃の��カ所で巣の存在

が確認されています。またオオワシとともに��月～�月に

かけて北方から飛来する個体もおり、サケなどの遡上期

には川沿いでそれらの魚を餌とし、エゾシカの残滓など

も利用しています。

ジロワシオ

川沿いを歩くタンチョウの親子

　十勝では道内の他地域に先駆けて����年から「タ

ンチョウ十勝移住作戦」に取り組んできました。その結

果、十勝川中流部では繁殖する個体も越冬する個体

も順調に増え、����年��月の調査では北海道内の越

冬個体の分布は釧路���羽、十勝���羽、根室��羽、そ

の他��羽となりました。釧路市で����年��月に高病

原性鳥インフルエンザのタンチョウが確認されたこと

により、この取り組みはますます重要な意味を持つも

のとなってきています。

ンチョウタ

Mammals & Amphibians
哺乳類と両生類

　北海道にはエゾサンショウウオとキタサンショウウ

オの２種類が生息しています。北海道本島に全道的に

分布するエゾサンショウウオと比べ、キタサンショウウ

オは釧路湿原でだけ確認されており、個体数の減少か

ら環境省レッドリストで絶滅危惧IB類に指定されてい

ます。そのキタサンショウウオが����年４月に上士幌

町で再発見されました（����年に記録あり）。����年

５月の調査では過去最多となる���個の卵のうが発見

されました。

キタサンショウウオの成体

タサンショウウオの発見キ

青く発光する卵のう

　中型や小型の哺乳類も河畔林を利用しています。

十勝川の支流である帯広川の市街地や農耕地沿いで

調べた結果、食肉類（ネコの仲間）だけで８種が確認

されました。しかし、もともと北海道にいた在来種は

キタキツネ、クロテン、イイズナの３種だけで、残りの

イエネコ、イヌ、ニホンイタチ、ミンク、アライグマの５

種は人間の持ち込んだ外来種（移入種）でした。最近

ではエゾタヌキ（在来種）の目撃例も増えています。

来種と外来種在
外来種のミンク

エゾクロテン

河畔林で撮影されたエゾシカ

河畔林で撮影されたヒグマ

　ヒグマやエゾシカは移動に河畔林を利用します。河

畔林は彼らにとってなくてはならない移動手段であり、

生物の多様性を保つというメリットと、市街地や農耕

地に害獣を導くというデメリットの、両面を持っていま

す。野生動物の移動経路や生息地としての機能を維持

しつつ、人やその生産物に対する被害をなくす、この両

面を考慮して河畔林を適切に管理し、これらの大型動

物と共存する方法を考えてゆかなければなりません。

グマとエゾシカヒ



Fishes
魚類

　十勝川水系には、先にあげたサケ・マス類以外に

も多くの魚類が生息したり、海から遡上して産卵した

りしています。イトウは生態に謎の部分が多い魚です

が、知られないままに生息数が激減しています。ハナ

カジカは十勝の河川に広く分布し、中流域から上流

域に多く見られますが、生息場所として礫底を必要

としています。シシャモも産卵は川で行い、��月上旬

～��月下旬に産卵し、孵化後すぐに海に流されて沿

岸で群生します。

勝川水系の魚類十

ハナカジカ

イトウ

　ヤマメとサクラマスは同じ種類ですが、海に降りて

産卵のために遡上するものをサクラマス、降海前の幼

魚と海に降りないで河川に残るものをヤマメと呼び

ます。サクラマスは桜の咲くころに川に遡上してくるこ

とからこう呼ばれますが、その後約４カ月をかけて成

熟します。帯広市内のウツベツ川では川底を一部掘り

下げ、サクラマスが遡上しやすいようにしています。な

お、サケやサクラマスを川で釣ったり捕獲することは

禁じられています。

マメとサクラマスヤ

川底のヤマメ

「ととろーど」で観察されたサケ・サクラマス

　サケ（シロザケ）は、産卵のため自分の生まれた川に

８月下旬～��月にかけて戻ってきます。千代田新水路

の魚道観察室「ととろーど」では、遡上してくるサケをカ

ラフトマスなどと共に観察できます。サケはアイヌ民族

にとって重要な魚であり、十勝で最も漁獲量の多い魚

でもあります。カラフトマスも８月～��月にかけて河川

を遡上して産卵します。カラフトマスは尾ビレなどに濃

い色の斑点があり、腹が白いことなどでサケと区別で

きます。

ケとカラフトマスサ

旧晩成川を遡上するサケ
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